
コンデンサ（４） −直列接続
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■コンデンサの直列接続とは・・・
イメージ：コンデンサの電極板間距離を延ばす
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３つ直列接続
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いずれのコンデンサにかかる電圧も、a点とb点の電位差なので、
コンデンサにかかる電圧は全て同じで、𝑉[V]となる。
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■コンデンサの並列接続とは・・・
イメージ：コンデンサの電極板⾯積を広げる
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コンデンサ（6） −合成静電容量 計算例
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